
石
見
の
人
麻
呂
と
大
和
の
人
麻
呂 
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千
三
百
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い
た
人
麻
呂
信
仰
と
石
見
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陰
万
葉
を
歩
く
会
会
長 

川
島
芙
美
子  

（
一
） 

『
泣
血
哀
慟
歌
』
と
『
石
見
相
聞
歌
』
の
比
較
か
ら
の
人
麻
呂
像 

① 

『
泣
血
哀
慟
歌
』
か
ら
分
析
す
る
人
麻
呂
の
思
い 

二
〇
七
～
二
一
六
（
軽
の
妻
） 

② 

『
石
見
相
聞
歌
』
か
ら
分
析
す
る
人
麻
呂
の
思
い 

一
三
一
～
一
三
九
（
依
羅
乙
女
と
石
見
） 

③ 
 

二
つ
の
歌
の
比
較
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と 

④ 
 

軽
の
地
の
位
置 

⑤ 
 

依
羅
（
恵
良
）
の
位
置 

一
四
〇
・
二
二
三
（
人
麻
呂
）、
二
二
四
・
二
二
五
（
依
羅
乙
女
） 

⑥ 
 

和
爾
氏
（
柿
本
氏
）
の
背
景 

 

イ
東
大
寺
山
古
墳
の
存
在 

 

ロ
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
記
述
よ
り 

⑦ 
 

人
麻
呂
の
生
き
た
時
代 

イ
『
高
市
皇
子
の
挽
歌
』
（
一
九
九
～
二
〇
一
）
『
軽
皇
子
安
騎
野
に
宿
す
時
の
歌
』
（
四
六
～

四
九
） 

ロ
石
見
国
の
地
名
か
ら
の
推
測 

 

（
二
） 

石
見
国
の
位
置
づ
け
と
人
麻
呂
信
仰 

① 

『
日
本
書
紀
』
の
記
述
か
ら 

② 
 

中
世
の
文
書
か
ら 

③ 
 

戦
国
時
代
の
人
麻
呂
信
仰 

イ 

細
川
幽
齋
の
温
泉
津
の
連
歌 

 

ロ 

細
川
幽
齋
と
関
ヶ
原 

④ 
 

江
戸
時
代
の
人
麻
呂
信
仰 

 

イ 

津
和
野
藩
主
と
人
麻
呂
信
仰 

 

ロ 

浜
田
藩
主
と
万
葉
集 

 

（
三
） 

人
麻
呂
公
忌
一
千
年
祭 

[

一
七
二
三
年]

高
津
柿
本
神
社
へ
の
奉
納 

六
代
の
天
皇
（
霊
元
天
皇 

桜
町
天
皇 

桃
園
天
皇 

後
桜
町
天
皇 

光
格
天
皇 

仁
孝
天
皇
）

に
よ
る
御
宸
翰
御
法
楽
和
歌
奉
納 
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高
市
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」

「

「

「
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（
小
学
館
　
日
本
古
典
文
学
全
集
）



（
二
）
②
九
〇
五
『
古
今
集
』 

仮
名
序
で
紀
貫
之
が
『
柿
本
人
麻
呂
は
歌
聖
と
記
す
』 

 
 
 
 

『
梁
塵
秘
抄
』
後
白
河
法
皇 

勅
撰
集
と
は
天
皇
の
命
に
よ
る
書
物 

一
二
〇
五
『
新
古
今
集
』 

後
鳥
羽
上
皇
（
承
久
の
変
で
隠
岐
へ 

編
集
）
西
行 

藤
原
定
家 

『
連
理
秘
抄
』
二
条
良
基 

そ
の
時 

連
歌
の
四
天
王 

吉
田
兼
好 

頓
阿 

浄
弁 

慶
雲 

一
三
五
六 
『
莵
玖
波
集
』
准
勅
撰
集 

二
条
良
基8

7 

救
済12

7
 

佐
々
木
道
誉8

1 
 

足
利
尊
氏68 

一
四
八
八 

『
水
無
瀬
三
吟
百
韻
』
後
鳥
羽
上
皇
の
離
宮
跡
の
水
無
瀬
神
宮
に
上
皇
二
五
〇
回

忌
奉
納
連
歌 

一
四
七
一 

東
常
縁
が
飯
尾
宗
祇
に
古
今
伝
授
す
る 

一
四
九
五 

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
准
勅
撰
集 

後
土
御
門
天
皇 

大
内
政
弘 

宗
祇 

 

三
条
西
実
隆 

③
一
五
七
五 

『
桂
林
抄
』
三
条
西
実
枝 

一
五
八
二 

『
連
歌
至
宝
抄
』
里
村
紹
巴 

一
五
八
六 

『
詠
歌
大
概
抄
』
細
川
幽
齋 

 

一
五
八
二
（
天
正
一
〇
年
） 

明
智
光
秀
の
連
歌 

そ
の
後
本
能
寺
の
変 

一
五
八
七 

温
泉
津
に
残
し
た
細
川
幽
齋
の
百
韻 

一
五
八
七 

そ
の
時
の
細
川
幽
齋
の
紀
行
文
『
九
州
道
の
記
』 

一
六
〇
〇 

関
ヶ
原
の
戦
い
と
細
川
幽
齋 

 
 
 
 
 

田
辺
城
に
こ
も
る
細
川
幽
齋
と
古
今
伝
授
（
三
条
西
実
枝
か
ら
受
け
る
）
後
陽
成
天

皇
の
勅
命 

八
条
宮
智
仁
親
王
へ
の
伝
授 

烏
丸
光
広
勅
使 

 
 
 
 
 

松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
連
歌 

わ
び 

さ
び
の
世
界 

 

ま
と
め 

 

古
代 

『
万
葉
集
』
―
平
安
時
代 

『
古
今
集
』
―
鎌
倉
時
代
（
頼
朝 

頼
家 

実
朝
）
―
南
北

朝
時
代
（
後
醍
醐
天
皇 

足
利
尊
氏
）
―
室
町
時
代
（
足
利
氏 

大
内
氏
）
―
江
戸
時
代
―
近

代
公
家
文
化
（
蹴
鞠 

能
楽 

連
歌 

茶
道 

香
道
）
と
武
家
文
化 

揆
を
一
に
す
る 

連
歌
会 

連
歌
座 

 

補
足 

毛
利
元
就
の
発
句 

○イ
『
五
月
雨
は
お
も
は
ぬ
浦
の
住
居
か
な
』 

○イ
に
つ
い
て
紹
巴
は
「
所
々
ご
在
陣
の
当
意
即
妙
な
る
べ
し
」
と
評
す 

○ロ
『
雲
州
に
在
陣
せ
し
比
、
嶋
根
と
い
ふ
所
に
て 

秋
の
月
雪
に
や
に
ほ
の
浜
千
鳥
』 

○ロ
に
つ
い
て
、
こ
の
発
句
か
ら
推
定
す
る
に
、
尼
子
氏
の
根
拠
月
山
富
田
城
攻
囲
中
に
洗
合
（
松
江
市
）

の
本
営
で
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
就
の
住
む
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
都
で
あ
っ
た
と
い
う
。 
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軽
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浜田川
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三瓶川
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⑫
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国

静
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五
十
猛

温
泉
津

津
門久代

■
国
府

■
国
府

櫛
代

高
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田

都
野
津

▲三瓶山▲三瓶山

小
野

◎大田市

◎江津市

浜田市◎

◎益田市

津和野町

吉賀町

邑南町

美郷町

川本町

◎大田市

◎江津市

浜田市◎

◎益田市

津和野町

吉賀町

邑南町

美郷町

川本町

物
部
神
社

柿
本
神
社

柿
本
神
社

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

志津岩屋

恵
良
恵
良

●

④都茂銅山　益田市美都町都茂　9Ｃ

①すくも塚古墳　益田市久城町　５C　100ｍ

③小丸山古墳　益田市乙吉町　６C　52ｍ

②大元古墳　益田市遠田町　４-5C　88ｍ

⑤鵜の花古墳群　益田市遠田町　６Ｃ　50基以上

⑥周布古墳　浜田市治和町　５~６Ｃ　72ｍ

⑦片山古墳　浜田市下府町　7世紀　12ｍ

⑧銅鐸出土地　浜田市上府町　弥生時代

⑨古八幡遺跡　江津市敬川町　8Ｃ　新羅土器出土

⑩高野山古墳群　江津市二宮町ほか　７Ｃ40基以上

⑪今佐山遺跡　邑南町市木　６Ｃ後　製鉄遺跡

⑫中山墳墓群　邑南町中野　３Ｃ　100基以上

⑬明神古墳　大田市仁摩町　６Ｃ　20ｍ金銅装大刀

⑭天王平廃寺　大田市波根町　８Ｃ

石見地方の古代遺跡
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